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研究成果の概要（和文）：社会主義期東欧ロシアの歴史学について、基本的な情報を調査し提示するとともに、
個別テーマを設定して分析した。各地域の歴史研究を検討するうえで歴史学の専門誌は重要な基礎となることか
ら、参加者が担当地域での歴史学雑誌や歴史研究の公開媒体について、社会主義期を中心に調査して検討した。
個別テーマでは、歴史叙述の歴史や、歴史学を支えたり規定したりする機関、そして個々の歴史家などを取り上
げて検討した。

研究成果の概要（英文）：On the historiography of Socialist Eastern Europe, basic information was 
investigated and presented, and individual themes were set and analyzed. Because historical journals
 are an important medium for considering the history research, we surveyed the history of historical
 journals of each region. In the individual theme, the members of the project examined the history 
of historical description, individual historians, and institutions that support and/or regulate 
historical studies.

研究分野： ハンガリー史
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１．研究開始当初の背景 
 本研究に先行するプロジェクト「東欧ロ
シア史学史研究の総合」では、日本で比較
的研究蓄積の乏しかった東欧ロシア地域の
史学史に取り組み、ニーデルハウゼル・エ
ミル著『総覧 東欧ロシア史学史』で言及さ
れる 1 万件近くの文献情報を収集整理し、
さらに同書を訳出した。この『総覧 東欧ロ
シア史学史』は社会主義期が始まる前まで
の時期を扱っており、社会主義期以降につ
いてはまとまった情報が得られなかった。 
 この先行した共同研究は、東欧ロシア各
地域を専門とする研究者の協力を得て進め
られ、そこで議論を重ねるなかで、東欧ロ
シア地域については、長期的な趨勢として
の地域的特性に加えて、社会主義期の政治、
経済、社会面での類似性を背景として、歴
史学でも共通に論じられる多くの面がある
ことが明らかになってきた。このため、社
会主義期の歴史学を対象にした共同研究の
必要性を感じるようになり、本研究を組織
するに至った。 
 
２．研究の目的 
 本研究は社会主義期の東欧ロシア地域に
おける歴史学を対象とする。研究内容はお
もに二つに分けられる。第一点は、基礎的
な情報を収集、整理することであり、第二
点は、それらを基にして、テーマ別に分析
をおこなうことである。日本においては研
究蓄積が少ない分野であることから、まず
は基本となる情報を調査し、さらに、今後
の研究の足がかりを形成することが目的で
ある。 
 基礎研究としては、現地での研究動向を
調べ、論点を整理し、史料の可能性を探る。
社会主義期に活動したおもな歴史家とその
伝記、自伝、回想録等を調査し、その作品
と作品についての議論を調査する。ならび
に、歴史研究が拠点を置いていた大学やア
カデミーなどの研究機関ならびに学会組織、
研究発表の媒体となる定期刊行物、通史や
史料集の編纂事業等、当時の研究基盤のあ
り方と変遷も調査する。 
 テーマ別分析については、以上のデータ
を得たうえで、研究参加者が個別の問題を
取り上げて論じる。歴史研究をおこなう者
としての歴史家に焦点を当てる場合には、
問題関心、歴史家間の関係、体制との関係、
国際的な会議や共同研究等における国外の
歴史家との情報交換、さらには亡命史学の
役割、歴史研究のネットワークなどがポイ
ントとなる。また、歴史研究の基盤となっ
た組織や雑誌については、組織・運営・内
容やそれらの変化等について検討する。い
ずれの場合でも、社会主義期の歴史学を考
える上で、歴史叙述とマルクス主義イデオ
ロギーとの関係を無視することはできない。
叙述の形式やテーマ設定に対するイデオロ
ギーの影響を考察することは、同時に、制

度化された検閲や自己検閲という問題とし
て論じることもできよう。ソ連史学の影響
についても論じられる。ただし、マルクス
主義イデオロギーに関しても自明のものと
して捉えずに、時代や地域による受容の度
合いや変化についても視野に入れる。 
 当然のことながら、本研究は社会主義期
を固定的に捉えるものではなく、前後の時
代との連続性や社会主義期間内での変化も
重視するものである。 
 
３．研究の方法 
 まず、先行したプロジェクト「東欧ロシ
ア史学史研究の総合」をテーマに小シンポ
ジウムを開催し、本研究に向けて背景の確
認と問題提起をおこなった。 
 実際の研究の中心は、現地の図書館での
文献調査と文書館での史料調査となる。並
行して、現地研究者を訪問して研究動向に
ついての情報を得るとともに、社会主義期
に活動していた歴史家へのインタビューも
おこなった。 
 5 年の期間のうち、前半の 2年間は基礎
調査に重点を置いて研究を進め、後半の 3
年間はテーマ別分析に重点を置いた。参加
者は 1-2 年に一度は現地に渡航し、前半は
おもに図書館で文献の調査を、後半は文書
館等で史料を中心とした調査をおこない、
各地の研究者と最新の情報を交換した。そ
して毎年 1回研究打合会議を開催して、各
自の研究成果を報告し、全員で検討した。 
 調査と分析を進めるなかで、歴史学の主
要雑誌を取り上げる参加者が複数現れたこ
とから、これを共通テーマの一つとして設
定し、各地域の情報を持ち寄って比較検討
することにした。 
 
４．研究成果 
 各地域の史学史を調査するうえで歴史学
の専門誌は必須であるという基本的な認識
を参加者間で共有でき、また一方で、社会
主義期以降の各地域の歴史学の専門誌につ
いて日本でほとんど研究がなされていない
ことも確認された。このため、主として国
ごとに、歴史学の主要雑誌について分担調
査した。ルーマニアの『史学雑誌』につい
ては、刊行の歴史、社会主義期の内容と傾
向、隣国の歴史学界との議論などについて
明らかにした。このほかに、ソ連の『歴史
の諸問題』、ハンガリーの『世紀』、ポー
ランドの『Acta Poloniae Historica』『歴
史季報』、『ユーゴスラヴィア史学雑誌』
など各国の主要雑誌、ならびに、エストニ
ア、モルドヴァなどソ連内のいくつかの国
における歴史研究の公開媒体とそれを支え
る組織についても調査して、基本情報や社
会主義期の変化などをまとめた。社会主義
期には、西側の各地で、亡命者による歴史
研究がみられたことが特徴的である。これ
についてはハンガリー人亡命者による雑誌



『新視界』『ハンガリー人の工房』『ハン
ガリー・ノート』を取り上げて検討した。 
 個別テーマとしては、後述の各論考にみ
られるように、 (1)歴史学や歴史叙述の歴
史を対象とした研究、(2)歴史研究や叙述の
基盤となる組織を取り上げた研究という二
つの面で主要な成果を得た。(1)については、
史学史の捉え直し、専門的歴史学による歴
史叙述とより広い意味での歴史叙述の関係
の考察、歴史教育と歴史教科書を対象とし
た、政策ならびに教育内容の変化について
の研究が著された。政策に関しては、社会
主義期において、そして社会主義期を対象
とした時期についての国民的記憶の形成努
力が論じられた。(2)については、歴史記憶
を管理する機関の創設と活動や、文書館の
活動とその史料の消失についてなどを取り
上げた。 
 ハンガリーでは、これまでにもオーラ
ル・ヒストリー・インタビューをおこなっ
てきた研究協力者が、おもに党史研究所に
所属していた歴史家たちに長時間にわたる
インタビューをおこない、文字化した。そ
こからは、経歴、活動、上司や同僚や党と
の関係、イデオロギーや党史研究所の位置
づけなど、種々のテーマにわたる具体的な
語りを得ることができた。一部のインタビ
ューの抜粋は後述のホームページに掲載さ
れている。 
 以上のように、本プロジェクトの成果と
しては、社会主義期東欧ロシアの歴史学に
ついて、まず、研究の公開媒体、研究組織、
歴史家などの基本情報を提示したこと、関
連する個別のテーマを取り上げて分析した
こと、そして、これらの研究により、今後
比較検討すべき多くの課題をも提示したこ
とがあげられる。 
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